
2020.3.2（月） ～ 2020.3.8（日） 広報局視聴者部

反響の多かった番組 再放送希望の多かった番組

1 8日　大相撲春場所（総合、ＢＳ１ｻﾌﾞ、ラジオ第１）　 338 1 4日　歴史秘話ヒストリア　 72
初日 「薬師寺　千三百年の祈り　国宝東塔　全面解体」
放送予定問い合わせ等

2 2日　国会中継（総合、ラジオ第１）　 309 2 7日　ＢＳ１スペシャル（ＢＳ１）　 53
「参議院予算委員会質疑」 「独占告白　渡辺恒雄～戦後政治はこうして作られた　昭和編」

質疑・番組への意見／感想等

3 3日　うたコン　 238 3 1月10日　にっぽん　ぐるり　 46
「７時半発！ビートルズ＆春うたスペシャル」 えぇトコ「冬の奥琵琶湖　もてなし街道を行く」

番組・出演者への意見・感想等

4 7日　【土曜時代ドラマ】螢草　菜々の剣　 181 4 2月29日（ＢＳプレミアム） 41
（６）「偽りの告白」 発表！全ファイナルファンタジー大投票　

放送予定問い合わせ等 第１部　第２部

5 3日　ニュースウオッチ９　 174 5 1日　ＮＨＫスペシャル　 35
▽ウイルス検査なぜ進まない…保健所・検査機関で何が？ 選「認知症の第一人者が認知症になった」　（本放送：1/11）

番組への意見・感想等

6 5日　あさイチ　 165 6 プロフェッショナル　仕事の流儀（2月25日本放送分）　 24
「マスク不足！どうする花粉症？」 「逆風下の“問題児”～実業家・三木谷浩史～」　

マスクの作り方ほか問い合わせ等 ※３日の再放送日変更

7 3日　国会中継（総合、ラジオ第１）　 164 7 5日　あさイチ　 21
「参議院予算委員会質疑」 「マスク不足！どうする花粉症？」

質疑・番組への意見／問い合わせ等

7 7日　ＢＳ１スペシャル（ＢＳ１）　 164 8 1日　明日へ　つなげよう　 20
「独占告白　渡辺恒雄～戦後政治はこうして作られた　昭和編」 証言記録　東日本大震災　

再放送問い合わせ等 （９０）「埋もれた声　２５年の真実～災害時の性暴力～」

8 8日　日曜討論（総合、ラジオ第１）　 150 8 7日　【土曜時代ドラマ】螢草　菜々の剣　 20
▽（前半）新型ウイルスどう向き合う（後半）震災９年復興はいま （６）「偽りの告白」

番組への意見・感想等

9 3日　あさイチ　 100 9 7日　ＮＨＫスペシャル　 19
「クイズとくもり　なめんなよ！ひき肉の底力」 東日本大震災　「４０ｍ巨大津波の謎に迫る」

レシピほか問い合わせ等

東日本大震災の発生から9年となりました。ＮＨＫは震災関連のニュースや、震災を見つめ直し被災地を応

援するさまざまな番組を展開し、視聴者から意見や感想など多くの声が届いています。新型コロナウイル

スの感染拡大を受けて、ニュースや関連番組には引き続き多くの反響がありました。1週間で５，８００件

近い意見や要望などが寄せられ、この中で観客を入れずに開催されている大相撲春場所の初日（8日）には

放送予定の問い合わせや感想などがおよそ３４０件ありました。　　　　 　【受付件数　２５，８３４】

ＮＨＫスペシャル　東日本大震災「４０ｍ巨大津波の謎に迫る」（７日）“主人が岩手県出身だが、津波の怖さがよく分かる優れた内
容の番組だった。見応えがあった” “今後想定される地震への教訓として、津波のことを大きく取り上げていた。大切なことだと思っ
た” “サイレント津波は海底の地形に関係があることが分かったが、海底の映像やＣＧなどで仕組みをより詳しく説明してもらえると
よかったと思う” “大事な震災の番組なのに、画面左の新型ウイルス特設サイトのＱＲコードで見づらいところがあった”＜５３件＞

ＮＨＫスペシャル「４０人の死は問いかける～大槌町“役場被災”の真実～」（８日）“私も公務員だが、防災計画を読み、役割を確
認しようと思った。この教訓を必ず生かしたい” “とても価値ある内容の番組だった。公共放送であるＮＨＫには、このように記録と
して残る番組をこれからも作ってほしい” “大槌町では今、どんな防災対策をしているかなど、過去の教訓を現在にどう生かしてい
るのかということも紹介してほしかった” “気象庁が初めに出した津波予報の高さが３メートルだったことが町の職員の判断を鈍ら
せ、被害を広げる要因になったのではないかという点についても検証してほしかった”＜８０件＞（８日～９日で集計）

ＮＨＫ・フジテレビ・ヤフー共同企画「“死者ゼロ”を目指せ～デジタル新時代のメディア連携とは～」（８日）“災害から命を守ると
いう目標を共有して、ＮＨＫと民放、地域のメディアが集まって、互いのアイデアを基に議論できたことはすばらしいと思った。被災
地・福島の市民としてとてもありがたかった” “メディア各社が災害時に垣根を越えて連携を目指すのは画期的で、番組で出され
た提案や構想をぜひ実現してほしい” “メディア連携を検討するのであれば、災害時に強いとされるラジオの活用についても、もっ
と議論してほしかった” “目や耳などが不自由な災害弱者の対策についても触れてほしかった”＜６６件＞（８日～９日で集計）

番組へのご意見･お問い合わせは0570-066-066で受け付けています


